
  生 徒 会 関 係 （全日制）  

 

（ １ ）生徒会規約  

まえがき  

生徒会は，教育課程の一環としての教科以外の教育活動の一分野をなすものであり，学校の教

育方針に従い，楽しく規律正しいよい校風をつくり，また学校生活において自治的な能力を養うとと

もに，民主的に行動できる公民としての資質を向上させることを目標とする。各人はそれぞれの能

力や資質を十分に生かすようホームルーム活動，クラブ活動及び部活動等をとおして積極的に参

加しなければならない。  

 

第 １ 章   総 則 

 

第 １ 条 本会は山口県立小野田工業高等学校生徒会と称する。 

第 ２ 条 本会は，本校全日制の生徒全員による会員で組織し，教職員はこの指導助言に当たる。 

第 ３ 条 本会は，学校の教育方針にのっとり，会員相互の友愛の精神を基盤に品性，学力及び体

育の向上発展を図るとともに，学校生活を楽しく規律正しいものにし， よい校風をつくる

ことを目的とする。  

 

第 ２ 章   役 員 及 び 委 員 

 

第 ４ 条 本会に次の役員及び委員をおく。  

役   員  

１  会      長      １名 

２  副  会  長      １名 

３  議      長      １名 

４  書      記      ２名 

５  会      計      ２名 

６  庶      務      若干名 

委   員  

１ 総務委員        各クラス １名  

２ 専門委員  

３ 部活動の部長    各部    １名  

 

第 ５ 条 役員及び委員の選出は，選挙に関する規約による。 （別に定める） 

 

第 ６ 条 役員及び委員の任免は，校長が行う。役員の任期は１月から１２月まで，委員の任期は４

月から３月までの１か年とする。ただし，再任は妨げない。  

 



第 ７ 条 役員及び委員の任務は，次のとおりとする。  

１  会  長   生徒総会，総務委員会，部活動委員会を招集し，総務委員会 部活動委員会

の議長を務める。  

２  副会長   会長を補佐し，会長事故の場合，その任務を代行する。  

３  議  長   本会行事の司会進行を行い，本会を運営する。  

４  書  記   本会の記録および連絡の事務を行い，本会を運営する。  

また、議長事故の場合、その任務を代行する。 

５  会  計   本会に関する会計事務を行い，本会を運営する。  

６  庶  務   本会の運営全般を補佐する。  

７  総務委員 ホームルーム主任の委託により，ホームルームを総括し， これに関する諸事を

運営する。  

８  専門委員 第１８条による。  

９ 部活動の部長 部を総括し，その向上発展につとめる。  

 

第 ８ 条 本会の役員と委員は、兼任できない。 

 

第 ３ 章   集        会 

第 １ 節  生 徒 総 会 

第 ９ 条 生徒総会は最高の決議機関であり、全会員をもって構成する。  

 

第 １０ 条 生徒総会は、年１回開くことを原則とし、会長がこれを招集する。ただし、 会長が必要と

認めたとき、または全会員の３分の１以上の要請があれば、会長は、 これを開くことが

出来る。  

 

第 １１ 条 生徒総会の議題は、総務委員会の審議を経て、開催日７日前までに全会員に明示しな

ければならない。  

 

第 １２ 条 生徒総会は、全会員の４分の３以上の出席をもって成立し、議決は出席者の３分の２以

上の賛成を必要とする。  

 

第 ２ 節  総 務 委 員 会 

第 １３ 条 総務委員会は、総務委員及び役員をもって構成する。  

 

第 １４ 条 総務委員会は構成委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数

以上の賛成を必要とする。  

 

第 １５ 条 総務委員会は、年１回開くことを原則とするが、会長が必要と認めたとき、または構成委

員の３分の１以上の要請があったときは、会長はこれを招集する。  

 

第 １６ 条 総務委員会は、本会活動に関するあらゆる問題を討議し執行する。  



第 １７ 条 総務委員会の決議事項のうち、さらに審議を要するもので、会長が必要と認めたときは、

生徒総会に提出することができる。  

 

第 ３ 節  専 門 委 員 会 

第 １８ 条 専門委員会は、ホームルームの美化、厚生、保健、図書、安全、体育等の各委員によって

構成し、それぞれの専門分野に関する問題を協議し、専門委員長を置く。  

 

第 １９ 条 専門委員会は、構成委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半

数以上の賛成を必要とする。  

 

第 ２０ 条 専門委員会は、年１回開くことを原則とするが、委員長と会長の協議で必要と認めたと

き、または総務委員会の要請があったとき委員長はこれを招集する。  

 

第 ４ 節  部 活 動 委 員 会 

第 ２１ 条 部活動委員会は、部活動の部長及び会長をもって構成し、会長がこれを招集する。  

 

第 ２２ 条 部活動の部長は、会計の指示する予算関係書類を指定する期日までに提出しなけれ

ばならない。  

 

第 ２３ 条 部の新設又は廃止は、総務委員会の発議によって部活動委員会を経た後、生徒総会

で可決されなければならない。  

（ １ ） 新設について 新設を希望する場合は、名簿と活動計画書を１２月までに生徒会係に提

出する。 生徒会係で施設設備・顧問・予算などを勘案して、総務委員会に諮る。  

（ ２ ） 廃止について 個人・団体等で部活動が困難もしくは、公式大会に２年続き出場が不可

能な場 合については審議する。廃止する場合は、次年度以降の部員の募集を停止し、２ 

年後については、廃止の手続きをとる。  

（ ３ ） 上記の（１）・（２）を原則とするが，緊急の場合はこの限りではない。  

 

第 ４ 章 会 計 

 

第 ２４ 条 本会の会費は事務長が保管し、その出納は顧問教師をとおして行う。  

 

第 ５ 章 附 則 

 

第 ２５ 条 本会の活動は、すべて校長の承認を得るものとする。  

 

第 ２６ 条 この規約の改正は、生徒総会の議決を得なければならない。  

 

 

 



（ ２ ）生徒会選挙に関する規約（ 全日制 ）  

 

第 １ 条 生徒会役員選挙は，２学期末に行う。ただし，他の委員は年度当初に行う。  

 

第 ２ 条 会員は本会に関するすべての選挙権，被選挙権を有する。ただし，２学期末に行われる次

期役員選挙には，最上学年生徒は被選挙権を有しない。  

 

第 ３ 条 会員は選挙に関して，生徒らしい公明正大な活動を重んじなければならない。 

 

第 ４ 条 生徒会役員の選挙は，選挙管理委員会が運営し，かつ全責任を負う。  

 

第 ５ 条 選挙管理委員会の構成は，総務委員会で定める。  

 

第 ６ 条 会長，議長は，立候補によって選挙が行われる。ただし、指定の日までに 立候補の申し

出がなければ，これを選挙管理委員会が推薦する。  

 

第 ７ 条 役員に立候補する者は，選挙日の２週間前にその旨を選挙管理委員会に申し出なけれ

ばならない。期間内に立候補する者がないときは，さらに７日を限って延長することができ

る。  

 

第 ８ 条 副会長，書記２名，会計２名，庶務若干名は会長が指名する。  

 

第 ９ 条 総務委員及び専門委員は，ホームルーム主任立会のもとに年度当初選出する。 

 

第 １０ 条 専門委員長は，各専門委員会において選出する。 

 

第 １１ 条 部活動の部長は，各部において選出する。 

 

第 １２ 条 選挙において電子投票（タブレットでの投票）を認める。 

 

第 １３ 条 役員は得票数の最多数をもって当選とする。ただし，投票数同一の場合は，決選投票を

行う。  

 

第 １４ 条 選挙管理委員会は，選挙後直ちに当選者氏名及び次点者氏名を，公表しなければな

らない。  

 

第 １５ 条 選挙運動の期間は，選挙管理委員会の定める立候補届出期日から投票日の前日まで

とする。  

 

第 １６ 条 その他選挙に関する細則は，選挙管理委員会で定める。 


